







National Archives of Australiaのシドニーブランチに所蔵されている史料をもと
に分析が進んできている｡ 筆者もすでに高島屋飯田株式会社の羊毛取引に関して数
編の論文を発表し, 同社の羊毛取引の実態を明らかにしてきた｡ しかし, 高島屋飯
田関係史料は膨大であり, 書簡類は一部しか利用することができなかった｡
本稿では高島屋飯田の 『本部来信其ノ他』 などの書簡類を分析し, 1920年代か
ら 1930年代における同社の羊毛買付の実態を解明し, この過程で生じていた諸問




てきた｡ ただし, 羊毛貿易は営業経費も高く, 売上利益に比して純利益は少ない傾
向にあった｡ また, 高島屋飯田は陸海軍への官公庁納品が多く, 日本が戦時体制へ
突入していく中で, 同社経営において官庁部の占める割合も依然高かった｡ 高島屋
飯田の経営においては, 陸海軍を中心とした官公庁への御用品販売が経営の中軸で









は じ め に
1910年代から 1930年代の日豪貿易は, 日本側の入超による片貿易の状態
におかれていた｡ 日本から豪州への主要輸出品は, 絹織物, 綿織物, 木材,
陶磁器, 莫大小製品, 硝子及硝子製品, 玩具, ブラシ, 制帽用真田, 鈕釦,
樟脳等であった｡ 一方, 豪州から日本へ輸入されていたのは, 羊毛, 小麦,
亜鉛, 鉛, 粗製硫酸アンモニウム等であった｡ 輸入額の最も多かったのは羊
毛であり, 羊毛, 小麦などを中心とした輸入の活発化によって貿易額は増大
した｡ これにともなって, 日本の貿易商社として三井物産, 兼松商店, 高島
屋飯田, 三菱商事, 岩井商店, 日本綿花などが豪州内で活発な羊毛買付活動




会社の経営と日豪貿易｣(1) および ｢高島屋飯田株式会社の豪州羊毛買付｣(2) に
おいて, National Archives of Australiaのシドニーブランチに所蔵されて
いる同社史料をもとに 1920年代から 1930年代にかけて豪州羊毛買付を急増
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である｡
さらに, 高島屋飯田ではこの時期に豪州への人絹織物, 綿織物輸出を増加させて









そこで, 本稿では高島屋飯田の 『本部来信其ノ他』 などの書簡類を分析し,
1920年代から 1930年代における同社の羊毛買付の実態を解明し, この過程
で生じていた諸問題を明らかにしようとするものである｡ なお, 本稿でとり







みよう｡ 192021羊毛年度のシドニー市場第 1競売室席順 (Large Lots) を
みると, 高島屋飯田は第 58位であり, 5年間の買付量はわずかに 1,955俵に
すぎなかった｡ 日本商社の中では兼松商店, 大倉商事, 三井物産についで第
4位であったが, 第 3位の三井物産に大きく差を開けられていた (第 1表)｡
しかし, 高島屋飯田は 192425羊毛年度にシドニー市場第 1競売室席順
(Large Lots) が第 15位まで上昇し, 兼松商店, 三井物産についで日本の
羊毛買付商社のなかでは第 3番目となった (第 2表)｡ さらに, 193031羊
毛年度のシドニー市場第 1競売室席順 (Large Lots) では第 16位と順位を
落としたものの, 192526羊毛年度から 192930羊毛年度までの 5年間で 6
万 5,980俵の買付量を達成した｡ この羊毛年度には, 日本商社が羊毛買付量
を増加させ, 競売室席順は三井物産第 3位, 兼松商店第 4位, 三菱商事第 6
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第 1表 シドニー市場第 1競売室席順 (Large Lots) と羊毛買付量
(1920/21羊毛年度) (単位：俵)
席順 バイヤー 5羊毛年度合計 (1914/151919/20)
1 Martin & Co. Ltd., W. P. 163,931
2 Wenz & Co. 160,421
3 Wattinne, Henri 121,730
4 Flipo, Pierre 97,276
5 Masurel Fils 96,408
6 Caulliez, Henry 91,791
7 Kreglinger & Fernau Ltd. 77,930
8 Gosset & Co. Eugene (A. Duboo) 76,685
9 Hincheliff, Holt & Co. 75,240
10 Kanematsu, F. 73,271
21 Okura & Co. (Trading) Ltd. 29,889
25 Mitsui Bussan Kaisha Ltd. 27,263
58 Iida & Co. 1,955
(注) “The Sydney and Brisbane Woolbuyers’ Association, Figures for Allotment of
Bidding Seats for Season 1920/21 in No. 1 Wool Sale Room (Large Lots Only), Syd-
ney Market” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡ 網かけは日本商社｡














1 Martin & Co. Ltd., W. P 52,400 11,930 62,245 41,868 31,840 200,283
2 Kanematsu (Australia) Ltd. F. 24,273 6,390 29,732 27,831 19,500 107,726
3 Biggin & Ayrton 21,350 2,811 33,952 19,238 12,207 89,558
4 Wenz & Co. 32,880 6,258 15,253 15,706 12,578 82,675
5 Wattinne, Henri 24,334 10,967 21,377 14,037 9,789 80,504
6 Hincheliff, Holt & Co. 23,334 3,680 25,121 15,544 7,646 75,325
7 Mitsui Bussan Kaisha, Ltd. 9,630 6,877 18,581 20,229 15,635 70,952
8 Flipo, Pierre 19,760 4,602 10,889 18,014 17,597 70,862
9 Masurel Fils 20,941 6,718 11,921 12,533 11,162 63,275
10 Kreglinger & Fernau, Ltd. 24,268 3,374 9,594 11,771 10,741 59,748
15 Iida & Co. Ltd. … 3,305 13,592 14,449 5,734 37,080
25 Okura & Co. (Trading) Ltd. 9,320 2,425 6,326 7,390 3,595 29,056
50 Japan Cotton Trading Co. Ltd. … … … 5,066 6,555 11,621
55 Mitsubishi Trading Co. Ltd. … … … 4,691 5,629 10,320
(注) “The Sydney and Brisbane Woolbuyers’ Association, Figures for Allotment of
Bidding Seats for Season 192425 in No. 1 Wool Sale Room (Large Lots Only) Syd-
ney Market” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡ 網かけは日本商社｡
位, 大倉商事第 13位, 日本綿花第 20位となり, 日本商社間での羊毛買付競
争も激化してきた (第 3表)｡
高島屋飯田の 193132羊毛年度の買付量は 8万 784俵であり, うちシドニー
市場で 51.2％にあたる 4万 1,388俵を買付けており, シドニー市場への依存
が高かった｡ ブリスベン市場は 22.0％の 1万 7,756俵, メルボルン, オルバ
リー, ジーロン, タスマニアでは 20.6％の 1万 6,648俵を買付けていたほか,





ドニー市場第 1競売室席順 (Large Lots) では第 4位の席を確保し, 買付量
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1 Martin & Co. Ltd., W. P. 64,391 47,729 38,897 37,200 29,193 217,410
2 Bersch & Co. 37,107 58,015 43,437 48,310 18,938 205,807
3 Mitsui Bussan Kaisha, Ltd. 21,792 39,291 50,371 47,765 42,170 201,389
4 Kanematsu (Australia) Ltd. F. 18,656 26,072 33,157 36,789 33,359 148,033
5 Wenz & Co. Ltd. 23,537 36,286 28,580 21,606 35,782 145,791
6 Mitsubishi Trading Co. Ltd. 13,650 20,841 24,335 35,106 23,984 117,916
7 Biggin & Ayrton 30,961 24,226 17,370 23,295 13,777 109,629
8 Wattinne, H. 20,535 19,585 11,292 20,752 22,437 94,601
9 Masurel Fils 16,478 11,763 13,380 14,673 27,503 83,797
10 Flipo & Co., Pierre 13,784 16,147 20,947 11,486 20,374 82,738
13 Okura & Co. (Trading) Ltd. 7,835 16,471 16,850 20,318 10,475 71,949
16 Iida & Co. Ltd. 8,554 13,853 11,035 16,622 15,916 65,980
20 Japan Cotton Trading Co., Ltd. 7,644 13,407 19,297 17,126 4,782 62,256
(注) “The N.S.W. and Queensland Woolbuyers’ Association, Figures for Allotment of
Bidding Seats for Season 19301931 in No. 1 Wool Sale Room (Large Lots Only),
Sydney Market” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡ 網かけは日本商社｡
も 5年間で 17万 6,575俵へと飛躍的に伸ばした (第 5表)｡ このように, 高島
屋飯田はシドニー市場第 1競売室席順 (Large Lots) だけをみても, 1920年
代後半から 1930年代にかけて買付量を増やしてきた｡ また, 1933年 7月か
ら 1938年 6月までの 5年間の各国羊毛バイヤーの豪州羊毛買付量 (第 6表)
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第 5表 シドニー市場の第 1競売室席順 (Large Lots：大口物) と
羊毛買付量 (19351936年羊毛年度) (単位：俵)
席順 バイヤー 19301934 (4 years) 19341935 5羊毛年度合計
1 Mitsui Bussan Kaisha,Ltd. 227,248 65,745 292,993
2 Martin & Co. Ltd., W. P. 164,073 50,370 214,443
3 Kanematsu (Australia) Ltd. F. 159,456 36,988 196,444
4 Iida & Co. Ltd. 122,757 53,818 176,575
5 Mitsubishi Trading Co. Ltd. 137,828 27,607 165,435
6 Biggin & Ayrton 99,443 33,912 133,355
7 Wenz & Co. Ltd. 90,655 18,137 108,792
8 Pohl & Krech 72,653 26,105 98,758
9 Holt & Co., Ltd., H. S. 69,099 25,650 94,749
10 Haughton & Co. Ltd., H. S. 68,329 15,305 83,634
20 Okura & Co. (Trading) Ltd. 51,164 13,231 64,395
21 Japan Cotton Trading Co., Ltd. 48,049 13,128 61,177
(注) “The N.S.W. and Queensland Woolbuyers’ Association, Figures for Allotment of
Bidding Seats for Season 19351936 No. 1 Wool Sale Room (Large Lots Only), Syd-
ney Market” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡ 合計が一致しないところもあるが,
史料のまま掲載した｡ 網かけは日本商社｡
第 4表 高島屋飯田の市場別羊毛買付量 (19311932羊毛年度)
(単位：俵)
市 場 俵 (bale) 構成比 (％)
シドニー (Sydney) 41,388 51.2






アデレード (Adelaide) 3,773 4.7
ニュージーランド (N.Z.) 1,219 1.5
合 計 80,784 100.0
“Total Purchase by Iida & Co. 19311932” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡
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第 6表 豪州羊毛の各国バイヤー買付量 (上位 20社) と日本商社
(1933年 7月1938年 6月) (単位：俵 (％))
席























































































































































































































































18 Bersch & Co. ドイツ 53,289
(29.7)
126,214
(70.3) ― ― ― ―
179,503
(100.0)



















































( 5.7) ― ― ―
99,792
(100.0)










(注) “Purchases of Australian Wool Buyers for 5 Years Ending June, 1938, According to
Official Association Lists” (NAA: SP 1098/16 Box 6) により作成｡ 網かけは日本商社｡
をみると, 高島屋飯田は 39万 123俵を買い付けて全体の第 6位に位置し,
日本の商社の中では三井物産 (58万 3,113俵), 兼松商店 (52万 4,107俵)
に次いで 3番目の買付量を達成した｡ さらに, 羊毛買付市場別にみると, シ
ドニー 51.1％, ブリスベン 20.3％, メルボルン・ジーロン 20.2％, アデレー















れた書簡の中に報告書等が含まれている｡ ここでは, 第 21回 (1926年下半
期) から第 34回 (1933年上半期) までの両店の決算を考察し, 豪州での羊
毛買付が拡大する中で, 高島屋飯田の経営における羊毛貿易の位置づけや東
京, 大阪の経営状況を中心にみていきたい｡ なお, 第 33回から名古屋店の
決算が加えられたほか, 神戸店の業績についても一部記録されているので,
これらの支店についても判明出来る範囲で考察を加えた(3)｡
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第 21回 (1926年下半期)
第 21回の東京・大阪店各部門決算 (第 7表) によれば, 両店の純利益は
20 万 7,729 円 19 銭であり, 内地部は 14 万 3,488 円 83 銭, 輸入部は 6 万
4,240円 36銭であった｡ 内地部は両支店の純利益の 69.1％, 輸入部は 30.9％
を占めており, とくに内地部の東京店では 12万 7,238円 46銭で全体の 61.3
％の純益を上げていた｡ この時点では内地部の内容は記載されていないが,
陸海軍への御用品の納入が主たるものであった｡ これに反して, 大阪店は内
地部の売上高は東京店を大きく下回り, 売上利益も東京店の約 9分の 1にし
か達しておらず, 外地部に比して内地部への依存が小さかった｡
東京店決算を詳細にみると, 内地部は 74.6％と圧倒的に高く, その反面,
外地部は 25.4％にとどまっていた｡ 外地部の内訳では羊毛が 2万 6,034円 59
銭で全体の 15.3％を占め, 毛類輸入も 2万 2,738円 44銭で 13.3％に達した｡
機械用品や雑貨は赤字になっており, 東京店での輸入は高島屋飯田全体の中
では特に低かったといえる (第 8表)｡
一方, 大阪店決算 (第 9表) では, 内地部が 43.8％, 輸入部 56.2％であり,
東京店に比して輸入部の割合が高かった｡ 最も利益が上がっていたのは毛類
人絹であり, 1万 1,066円 98銭で同店の 29.8％を占めた｡ 大阪店の羊毛は
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 7表 高島屋飯田株式会社の東京・大阪店各部門別決算 (第 21回：1926年下半期)
(単位：円)
各 部 各店別 売 上 高 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
内地部
東京 1,842,563.34 184,129.02 56,890.56 127,238.46 ( 61.3)
143,488.83 ( 69.1)
大阪 275,863.98 20,249.27 3,998.90 16,250.37 ( 7.8)
輸入部
東京 2,553,107.89 135,147.54 91,799.28 43,348.26 ( 20.9)
64,240.36 ( 30.9)
大阪 6,605,327.99 120,296.00 99,403.90 20,892.10 ( 10.1)
合 計 11,276,863.20 459,821.83 252,092.64 207,729.19 (100.0) 207,729.19 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York宛第甘一回東京大阪合併決算｣ (1927. 4. 30), 『本
部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 外国経費については, ロンドン, ニューヨークは大体取引高と比例して負担し, 羊毛
は大阪が 3分の 2, 東京が 3分の 1を負担した｡
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第 8表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 21回東京店分：1926年下半期)
(単位：円)
各部 各 係 別 売 上 高 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)




機械用品 131,088.41 13,837.97 15,181.72 ▲ 1,343.75 (－0.8)
43,348.26 ( 25.4)
毛類 (輸入) 637,498.03 44,346.99
29,038.69 22,738.44 ( 13.3)
〃 (東京モス分) 316,680.62 7,430.14
金物 589,711.74 15,240.23 14,417.47 822.76 ( 0.5)
雑貨 51,599.23 1,380.35 6,284.13 ▲ 4,903.78 (－2.9)
羊毛 826,528.96 52,912.14 26,877.55 26,034.59 ( 15.3)
合 計 4,395,671.23 319,276.56 148,689.84 170,586.72 (100.0) 170,586.72 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, NewYork宛第甘一回東京大阪合併決算｣ (1927. 4. 30), 『本
部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑収入は 429円 36銭, 利子収入は 8,252円 56銭であり, これを東京部合計
17万 586円 72銭に加えると, 東京店の純利益は 17万 9,268円 64銭であった｡
 機械用品の内には木簡 ｢シャトル｣ の如き内地紡織用品を含んでいる｡
 外国経費については, ロンドン, ニューヨークは大体取引高と比例して負担し, 羊毛
は大阪が 3分の 2, 東京が 3分の 1を負担した｡
第 9表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 21回大阪店分：1926年下半期)
(単位：円)
各部 各 係 別 売 上 高 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)




毛類人絹 912,280.81 30,049.20 18,982.22 11,066.98 ( 29.8)
20,892.10 (56.2)
輸入羅紗 200,343.45 4,394.35 5,073.94 ▲ ,679.59 (－1.8)
機械金物 451,364.55 10,287.79 12,067.07 ▲ 1,779.88 (－4.8)
呉服店商品 93,446.79 117.83
2,864.00 3,994.09 ( 10.8)
住江商品 6,109.38 6,740.26
輸入紡織用品 121,815.87 5,143.37
8,338.56 2,228.74 ( 6.0)
内地紡織用品 111,461.31 5,423.93
雑雑商品 133,118.64 5,604.51 4,550.09 1,054.42 ( 2.8)
羊毛 4,575,387.19 52,534.76 47,527.42 5,007.34 ( 13.9)
合 計 6,881,191.97 140,545.27 103,402.80 37,142.47 (100.0) 37,142.47 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, NewYork宛第甘一回東京大阪合併決算｣ (1927. 4. 30), 『本
部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑損は 5,922円 90銭､ 利子収入は 4,150円 87銭であり､ これを大阪部合計 3
万 7,142円 47銭に加えると､ 大阪店の純利益は 3万 5,370円 44銭であった｡
 輸入羅紗は元史料の合計が一致しないため､ 計算しなおして掲載した｡
 外国経費については, ロンドン, ニューヨークは大体取引高と比例して負担し, 羊毛
は大阪が 3分の 2, 東京が 3分の 1を負担した｡
 合計の一致しないところもあるが, 原史料のままとした｡
5,007円 34銭の利益があったものの, 東京店の 2万 6,034円 59銭を大きく
下回っている｡ しかしながら, 大阪店の羊毛売上高は 457万 5,387円 97銭
で東京店の 82万 6,528円 96銭と比較して 5倍以上の売上高になっているこ
とは注目すべきである｡ しかし, 売上利益になると東京店 5万 2,912円 14
銭, 大阪店 5万 2,534円 76銭でほぼ同額になっている｡ しかも営業経費は
東京店 2万 6,877円 55銭, 大阪店 4万 7,527円 42銭で大阪店の経費が東京
店を大きく上回っていた｡ 高島屋飯田では羊毛の外国経費は大阪が 3分の 2,
東京が 3分の 1を負担することになっており, こうした外国経費の負担増が
大阪店の純利益減少に影響しているものと考えられる｡
高島屋飯田では, 羊毛取引において 1926年から 1927年にかけて大きな変
革期を迎えていた｡ 高島屋飯田の豪州羊毛買入れは, シドニーの Dawson &
Co.を代理店として開始し, その後, 同社はシドニー出張所として独立して
羊毛買付をおこなっていた｡ 高島屋飯田では, 外国人の羊毛バイヤーの
Dulieu (デュリュー) を雇い入れて羊毛競売に立たしていたが(4), 買付けに
あたって問題を抱えていた｡ それは日本毛織からのクレーム問題である｡ す
なわち, シドニー出張所では外国人バイヤーが日本毛織向けの羊毛を買い付
けていたが, 1927年 2, 3月頃に買い付けた日本毛織向けのタイプ 13で実
に 5,369円 80銭のクレームを受けた｡ 大阪店からシドニー出張所岡島芳太
郎に宛てた書簡の中で, ｢往々同社ハ claimヲ出ス習慣有之, 如何シテモ此
レニ対抗可致理由ナク不満ナガラ承認ヲ余儀ナクセラルル結果ト相成リ実ニ
迷惑千万ニ被存候｣(5) と記し, このクレームを受けざるを得なかった｡ その
理由については, ｢此ノ当時ノ Dulieuノ心理状態ガ通常デナク, 余程無理
ヲシテ一俵ニテモ買入度希望ノ許ニ取扱ハレタル哉, 日毛モ実ニ其不成績ニ
驚キタル様子ニテ同時ノ買入トナル他社ノ qualityニ比シ余程見劣リアリ,















問題も取り上げており, ｢他社モ絶エズ claimヲ貰ウコトニ候ガ, 今回ノ









力被下度候｣(9) と述べる一方で, 同年 9月 6日には ｢本年ハ岡島君トシテハ




の中では, ｢今期ノ Sydney Expenseヲ見ルト今日着ノ貴電ニヨルト£1340―
ト云フ額ニテ Dulieuガ居ラヌ為メニ非常ニ小サクナリ楽々ナリ申候, 強イ
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第 22回の東京店決算 (第 10表) をみると, 売上高では内地部が 209万
8,275円 46銭で最も多く, 両店の全売上高 510万 7,604円 31銭の 41.1％を
占めていた｡ 一方, 輸入部では羊毛が 161万 7,602円 19銭で 31.7％を占め
ており, 内地部の陸海軍関係とともに羊毛輸入も高島屋飯田の主要項目となっ
ていた｡ しかし, 売上利益では内地部が 16万 3,807円 82銭に対し, 輸入部
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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羊毛は 5万 3,423円 6銭で内地部の三分の一になっており, 負担営業費を差
し引いた各係小計では内地部が 11万 5,916円 75銭で 78.4％を占めていたの
に対して, 輸入部羊毛は 3万 3,712円 14銭で 22.8％であった｡ 東京店では
輸入部の雑貨, 金物, 毛類で赤字を出しており, 同店では内地部を中心とし
て利益を確保し, これを外地部の羊毛が補うという経営であった｡
一方, 大阪店決算 (第 11表) では売上高で最も多かったのは輸入部羊毛
の 394万 7,799円 60銭であり, これについで輸入部毛糸の輸入毛糸が 207
万 8,794円 74銭であった｡ 売上利益では輸入部羊毛が 4万 4,057円 45銭で
最も多く, 売上利益の 33.6％を占めていた｡ 一方, 輸入部毛糸の輸入毛糸は
2万 8,068円 79銭であり, さらに内地紡毛糸, 住江織物合資会社(15) 向の毛
糸, 人造絹糸も輸入していた｡ 売上利益から負担営業費を差し引いた各係小
計では羊毛が 2万 338円 80銭で 45.8％を占め, ついで毛糸が 1万 3,311円
32銭で 30.0％を占めた｡ 大阪店の内地部と外地部の各部合計比較では, 輸
入部が 3万 5,034円 38銭で 78.9％を占めたのに対して, 内地部は 9,371円
28銭で 21.1％にすぎなかった｡ こうしてみると, 大阪店は東京店とは対照
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第 10表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 22回東京店分：1927年上半期)
(単位：円)
各部 各 係 別 売 上 高 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)




雑貨 67,661.29 4,735.69 5,598.49 ▲ 862.80 (－0.6)
31,970.88 ( 21.6)
機械用品 169,809.70 15,555.04 12,518.09 3,036.95 ( 2.1)
金物 503,186.42 9,855.67 11,460.39 ▲ 1,604.72 (－1.1)
毛類 651,069.25 19,198.23 21,508.92 ▲ 2,310.69 (－1.6)
羊毛 1,617,602.19 53,423.06 19,710.92 33,712.14 ( 22.8)
合 計 5,107,604.31 266,575.51 118,687.88 147,887.63 (100.0) 147,887.63 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York 宛第甘二回東京大阪合併決算｣ (1927. 10. 11),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑損は 941円 57銭, 利子収入は 1万 1,930円であり, これを東京店合計 14
万 7,887円 63銭に加えると, 東京店の純利益は 15万 8,876円 6銭であった｡
 外国経費については, ロンドン, ニューヨークは大体取引高と比例して負担し, 羊毛







部第丗信｣(17) によれば, 濠洲出張所の経営状況は順調で, 第 22回には創業以
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 11表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 22回大阪店分：1927年上半期)
(単位：円)































9,834.71 1,248.75 ( 2.8)
内地品 164,721.60 7,320.45
羊毛 3,947,799.53 44,057.45 23,718.65 20,338.80 ( 45.8)
合 計 7,773,244.65 131,200.89 86,795.23 44,405.66 ( 100.0) 44,405.66 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York 宛第甘二回東京大阪合併決算｣ (1927. 10. 11),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑損は 1,249円 32銭, 利子収入は 6,195円 93銭であり, これを大阪部合計 4
万 4,405円 66銭に加えると, 大阪店の純利益は 4万 9,352円 27銭であった｡
 外国経費については, ロンドン, ニューヨークは大体取引高と比例して負担し, 羊毛





















なお, 1927 (昭和 2) 年 2月にはメルボルンの代理店を廃止して高島屋飯
田の直営とし(22), さらに, 翌 1928年 2月 18日にはメルボルンに日本品輸入
の出張所(23) を置いており, 同社の豪州での企業活動は活発化してきた｡
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とになった｡ ｢本部第廿八信｣(18) では ｢正金銀行ノ新支配人清瀬次郎氏ハ大
坂支店ノ加藤 之助氏ト同期生ニテ店ノコトハ十分了解シテ居ラレ候ニ付キ
御便利ヲ得ラル丶コト存居候｣ と報告され, 加藤 之助(19) とシドニー支店新
第 24回 (1928年上半期)
第 23回は史料散逸のために東京・大阪店の業績を追うことはできないが,
第 24回をみると東京・大阪店の決算様式が変更され, 各部は官庁部, 柔物
部, 堅物部に分割されている｡ 雑収入, 利子収入を加えた両店の純利益は 23
万 8,644円 29銭であり, 第 22回よりも約 3万円以上増加した｡
雑収入と利子収入を加える前の東京・大阪店の決算 (第 12表) をみると,
各部合計は 21万 5,718万 17銭であり, 官庁部が 14万 2,699円 54銭で 66.2
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 12表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 24回：1928年上半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部
鉄 道 東京 27,479.46 11,448.81 16,030.65 ( 7.4)
142,699.54 ( 66.2)
陸 海 軍
東京 148,062.35 29,545.01 118,517.34 ( 54.9)






























合 計 215,718.17 (100.0) 215,718.17 (100.0)
(注) ｢第廿四回東京大阪合併決算表｣ (1928. 10. 5), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16
Box 37により作成｡
 この期の雑収入は 4,974円 53銭, 利子収入は 1万 7,931円 59銭であり, これを各部
合計 21万 5,718円 17銭に加えると, 両店の純利益は 23万 8,644円 29銭であった｡
 この期まで, 機械用品, 金物薬品が一緒に計上されていたが, 次期から機械, 用品,
金物, 薬品に区分されることになった｡
 合計が一致しないところもあるが, 原史料のまま掲載した｡
％を占めていた｡ このうち陸海軍の東京店は 11万 8,517円 34銭で 54.9％を
占めていたのに対して, 大阪店は 3.8％であった｡ また, 鉄道の東京店は 1
万 6,030円 65銭 (7.4％) をあげており, 同社の官庁部は陸海軍を主力とし
て, これに鉄道が補足する構造であったことが分かる｡ また, 柔物部は羊毛,
毛糸, 毛織物, 織物雑貨から構成され, このうち羊毛が 3万 387円 46銭の
利益で 14.2％を占めていた｡ さらに, 堅物部は機械用品, 金物薬品, 雑貨か














このなかで, 東京・大阪両店の第 25回の決算状況をみると, 雑益と利子
収入を加えた純利益は 19万 7,332円 82銭であり, 第 24回より 4万円以上
の減益となった｡ 雑益および利子収入を加える前の各部合計 (第 13表) は
19万 442円 51銭で, うち官庁部が 14万 9,114円 3銭 (78.3％), 柔物部が 2
万 9,939円 91銭 (15.7％), 堅物部が 1万 1,389円 57銭 (6.0％) であった｡
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官庁部だけは前期よりも順調に利益を伸ばしており, とくに鉄道係と陸海軍
係の東京の純利益が増加したため, 同社における官庁部の比率が増大した｡




第 13表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 25回：1928年下半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部
鉄 道 東京 34,335.43 11,611.63 22,723.80 ( 11.9)
149,114.03 ( 78.3)
陸 海 軍
東京 153,652.32 28,075.81 125,576.51 ( 65.9)
大阪 7,063.60 6,249.88 813.72 ( 0.4)
柔物部
羊 毛
東京 26,329.91 16,953.79 9,376.12 ( 4.9)
29,939.91 ( 15.7)
大阪 61,835.13 37,031.33 24,803.80 ( 13.0)
毛 糸
東京 8,230.94 7,203.07 1,027.87 ( 0.5)
大阪 ▲ 8,607.50 20,183.98 ▲ 28,791.48 (－15.1)
毛 織 物
東京 15,463.29 9,484.79 5,978.50 ( 3.1)
大阪 10,391.30 7,218.44 3,172.86 ( 1.7)
織物雑貨
東京 23,271.09 10,263.99 13,007.10 ( 6.8)
大阪 3,647.36 2,283.22 1,364.14 ( 0.7)
堅物部
機 械
東京 22,320.15 12,429.34 9,890.81 ( 5.2)
11,389.57 ( 6.0)
大阪 13,105.31 7,294.60 5,810.71 ( 3.1)
用 品
東京 3,169.55 4,377.70 ▲ 1,208.15 ( －0.6)
大阪 10,900.37 7,146.08 3,754.29 ( 2.0)
金 物
東京 8,243.13 14,221.40 ▲ 5,978.27 ( －3.1)
大阪 8,844.87 7,294.60 1,550.27 ( 0.8)
薬 品
東京 5,743.82 6,270.84 ▲ 527.02 ( －0.3)
大阪 ▲ 868.23 412.58 ▲ 1,280.81 ( －0.7)
雑 貨
東京 2,396.77 4,288.26 ▲ 1,891.49 ( －1.0)
大阪 4,227.23 2,958.00 1,269.23 ( 0.7)
合 計 190,442.51 ( 100.0) 190,442.51 (100.0)
(注) ｢第二十五回東京大阪合併決算表｣ (1929. 3. 27), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/
16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 6,210円 46銭, 利子収入は 679円 85銭であり, この合計は 6,890円
31銭であった｡ 各部合計の 19万 442円 51銭に 6,890円 31銭を加えた 19万 7,332円 82
銭が純利益であった｡
 合計が一致しないところもあるが, 原史料のまま掲載した｡
毛織物等ノ外ハ殆ンド欠損ニナリ居候｣(25) と報告された｡ 前掲 ｢第弐拾五回









東京・大阪両店の第 26回決算状況 (第 14表) は, 雑益と利子収入を加え
た純利益が第 25回から約 5万円以上減少して 14万 7,051円 25銭となった｡
雑益および利子収入を加える前の各部合計は 14万 11円 93銭であった｡ こ
の内訳は官庁部 10 万 3,588 円 6 銭 (74.0％), 柔物部 3 万 2,000 円 43 銭
(22.9％), 堅物部 4,423円 44銭 (3.2％) であり, 依然として官庁部が純利
益の約四分の三を占めていた｡ しかし, 官庁部は第 25回から約 4万 5,000
円減少した｡ 東京本店本部からは ｢今期ハ前期ニ比スルト陸海軍ノ利益減少
致候, 次期ハ平年位ニハ行クコトト存居申候｣(27) と報告されたが, 第 27回
にも回復することはなく急激な増加に転じるのは第 31回まで待たねばなら
なかった｡
一方, 柔物部の純利益は第 25回を若干上回ったが, これは甚だしいクレー
ムがなくなったことも影響していた(28)｡ 毛糸は 1万 1,638円 12銭の赤字, 毛
織物も 1,277円 99銭の赤字であり, この原因としては ｢毛絲ノ商売ハ更ニ利
益ナク候, 別ニ引渉リナク此位ノ損デ済ンダノハ同業ニ比スレバ上々ノ部ニ
候ガ今後モ此部ハ余リ期待シ得ズ候, 自然他ノ部ノ収益ヲ計ラネバナラヌコ
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トニ候, 毛織物ハ内地品ガ利益アルモ営業費ガ割合ニ今期ハ多イノト引渡時
期ノ関係デ利益ガ次期ニ繰越サレタル為メニシテ実際ハ今少シ好成績ニ候｣(29)






第 14表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 26回：1929年上半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部











































合 計 140,011.93 (100.0) 140,011.93 (100.0)
(注) ｢第弐拾六回東京大阪合併決算｣ (1929. 10. 26), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/
16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 6,183円 49銭, 利子収入 は 855円 83銭であり, 各部合計を足した
この期の純利益は 14万 7,051円 25銭であった｡
大差なかった(31)｡
第 27回 (1929年下半期)
第 27回の東京・大阪店の純利益は 14万 778円 32銭であり, 第 26回より
若干の減少をみた｡ 雑益, 利子支払い前の各部合計 (第 15 表) は 13 万
5,437 円 77 銭であり, 官庁部 10 万 6,360 円 34 銭 (78.5％), 堅物部 3 万
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第 15表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 27回：1929年下半期)
(単位：円)
各 部 各係別 地区別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部











































合 計 135,437.77 135,437.77 (100.0)
(注) ｢第廿七回東京大阪合併決算｣ (1930. 4. 1), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16
Box 37により作成｡
 この期の雑益は 5,931円 5銭, 利子支払いは 590円 50銭であり, 各部合計を足した
この期の純利益は 14万 778円 32銭であった｡
8,977円 57銭 (28.8％) であったが, 柔物部は 9,900円 14銭の赤字 (－7.3






官庁部は第 26回を約 2,700円上回ったが, 柔物部は赤字に転じた｡ とく
に, 羊毛は売上利益が東京・大阪両店で 4万 4,626円 7銭であり, 経費を差
し引くと 154円 59銭の利益にしかならなかった｡ これについては, ｢羊毛ハ
本年ノ収入減少ニテ経費ヲ漸ク償ヒタルニ止マリタルハ遺憾ニ候ガ, 毛織業
ガ世界的ニ不況ノ折柄不得巳(ノ)コトト存候将来ヲ期シ居候｣(33) と報告され
た｡ さらに, 毛糸は 1万 243円 60銭, 羅紗は 4,053円 75銭という大幅な赤
字を計上したが, この状況については ｢毛糸ガ著シク悪イコトハ前期同様ニ
候, 是レハ此頃ノ毛織業ハ stockヲ持ツ為メ値下リヤラ不況ノ為メノ claim
ヤラデ成績ガ悪ク候, 同業者ハ非常ナ lossヲ□□□極力注意シテ尚此結果
ニ候, 毛糸ニ付テハ如何ニセンカト考居候, 羅紗ハ外注ノ減少, 内地物ガ増
加シ大阪ノ商品ノ注文ガナク, 秋ヨリ不況ニテ利益モナカリシ為メニ候｣ と
報告されていた｡ また, 堅物部は 3万 8,977円 57銭の利益をだしたが, こ




第 28回雑益・利子収入を加えた純利益は 13万 13円 69銭であり, 第 27






東京・大阪店の各部合計 (第 16表) は, 12万 4,075円 81銭であった｡ こ
れを各部門別にみると, 官庁部 7万 776円 98銭 (57.0％), 柔物部 2万 8,539
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第 16表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 28回：1930年上半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部
鉄 道 東京 31,588.08 9,929.34 21,568.74 ( 17.4)
70,776.98 ( 57.0)
陸 海 軍
東京 74,283.72 26,945.69 47,338.03 ( 38.2)
大阪 7,572.21 5,792.00 178,0.21 ( 1.4)
柔物部
羊 毛
東京 57,471.76 17,421.95 40,049.81 ( 32.3)
28,539.38 ( 23.0)
大阪 24,144.67 26,251.44 ▲ 2,106.77 (－1.7)
毛 糸
東京 6,702.73 7,163.46 ▲ 460.73 (－0.4)
大阪 15,802.66 15,300.47 502.19 ( 0.4)
羅 紗
東京 2,761.46 8,485.84 ▲ 5,724.38 (－4.6)
大阪 6,418.11 7,215.02 ▲ 796.91 (－0.6)
織物雑貨 東京 4,768.88 7,692.71 ▲ 2,923.83 (－2.4)
堅物部
機 械
東京 22,011.50 9,177.89 12,833.61 ( 10.3)
24,759.45 ( 20.0)
大阪 10,858.35 7,649.07 3,209.28 ( 2.6)
用 品
東京 663.59 3,005.46 ▲ 2,341.87 (－1.9)
大阪 14,081.63 8,402.74 5,678.89 ( 4.6)
金 物
東京 3,197.64 9,957.02 ▲ 6,759.38 (－5.4)
大阪 1,536.11 4,889.25 ▲ 3,353.14 (－2.7)
薬 品
東京 21,607.28 5,654.13 15,953.15 ( 12.9)
大阪 146.91 112.25 34.66 ( .― )
雑 貨
東京 1,921.91 2,661.25 ▲ 739.34 (－0.6)
大阪 1,273.87 1,030.28 243.59 ( 0.2)
合 計 124,075.81 (100.0) 124,075.81 (100.0)
(注) ｢第二十八回東京大阪合併決算｣ (1930. 10. 15), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/
16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 3,628円 83銭, 利子収入は 2,309円 5銭であり, この合計は 5,937円
88銭であった｡ 各部合計の 12万 4,075円 81銭に 5,937円 88銭を加えた 13万 13円 69
銭が純利益であった｡
円 38銭 (23.0％), 堅物部 2万 4,759円 45銭 (20.0％) であった｡ 官庁部は






いたといえよう｡ なお, 各係別にみると, 官庁部では陸海軍 (東京) が 7万
4,283円 72銭の売上利益をあげており, 営業費 2万 6,945円 69銭を差し引
いた 4万 7,338円 3銭は各係の中で最高であった｡ また, 鉄道 (東京) も 3
万 1,588円 8銭の売上利益をあげ, 営業費を引いた利益は 2万 1,568円 74銭
に達した｡
一方, 柔物部では羊毛 (東京) が売上利益では 2番目に当たる 5万 7,471
円 76銭に達しており, 1万 7,421円 95銭の営業費を差し引いても 4万 49円
81銭の利益を上げた｡ 第 27回では羊毛は 154円 59銭しか利益が上がって
いなかったことを考えれば, 第 28回から羊毛の利益が再び上がりだしたと
いえよう｡ 高島屋飯田では羊毛取引について ｢羊毛ノ協定成立以後ノ取扱数
ハ前期モ先ヅ満足トセザルベカラズ, 兼松, 三井, 三菱ニ次デドウヤラ進ン
デ行キツ丶アルコトハ結構ニ候, 今一段ト数ヲ増サヌト収支償フト申スコト
ハ (特別ノ関係ヲ取レバ) 未ダ疑ハシト存居候｣ と考えており, 日本毛織と
の特別な関係を取らなければ, 収支も償うことができないかもしれないと考
えていたようである｡ ただし, 羊毛 (大阪) は 2万 4,144円 67銭の売上利
益を上げたものの, 営業費は 2万 6,251円 44銭に及んだため, 2,106円 77
銭の赤字となった｡ 羊毛 (大阪) の営業費は陸海軍 (東京) の金額に匹敵す















商売ニ候, 織物雑貨ハ毛布ネル (何レモ日本毛織ノモノガ主ナリ) ノ販売ナ
ルモ Stockヲ持タネバナラズ特ニ面白カラズ縮小ノ方針ニ候｣(39) と報告され
た｡ 堅物部では機械 (東京) が売上利益 2万 2,011円 50銭で最も多く, これ
に薬品 (東京) が 2万 1,607円 28銭で続いていた｡ 営業費を差し引いた利益







されていた｡ なお, この回の神戸の純利益は 6,700円程度であった(42)｡
第 29回 (1930年下半期)
第 29回の純利益は 11万 9,649円 72銭であり, 第 28回よりもさらに減少
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した｡ 各部門別決算の各部合計 (第 17表) は 12万 764円 65銭であり, 各
部の割合は官庁部が 10万 5,104円 83銭 (87.0％), 柔物部が 3万 3,491円 56
銭 (27.7％) と第 28 回よりも大幅に利益を伸ばした半面, 堅物部は 1 万
7,831円 74銭の赤字となった｡
官庁部では陸海軍 (東京) が 10万 693円 90銭の利益をあげたものの, 軍
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 17表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 29回：1930年下半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部
鉄 道 東京 13,762.27 7,855.34 5,906.93 ( 4.9)
105,104.83 ( 87.0)
陸 海 軍
東京 128,125.35 27,431.45 100,693.90 ( 83.4)














大阪 ▲ 1202.85 6,931.76
織物雑貨 東京 2,609.54













東京 ▲ 1,704.17 8,838.22
▲ 14,824.29 (－12.3)
大阪 499.86 4,781.76





合 計 120,764.65 (100.0) 120,764.65 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York宛第廿九回東京大阪合併決算｣ (1931. 4. 2), 『本
部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 606円 44銭, 利子支払は 1,721円 37銭であり, 差引は 1,114円 93銭
であった｡ 12万 764円 65銭から雑益, 利子支払い分を引くと, 純利益は 11万 9,649円
72銭であった｡
 合計の一致しないところもあるが, 原史料のまま掲載した｡
縮内閣の中で利益を減少し第 25回の水準に近づいた｡ また, 柔物部では羊
毛が 3万 44円 47銭で全体の 24.9％を占めるまでに至った｡ ただし, 利益が
出たのは東京店であり大阪店の羊毛は約 2,000円の赤字であった｡ 大阪店は




ニハ深刻ニ影響スル｣(43) ためであった｡ これに対して, 東京店は ｢羊毛ハ取
扱数ハ少イガ利益ノ率ガ多ク好成績ヲ上ゲタルモ, 金物其他ハ一向ニ振ハズ
堅物トシテハ欠損ニ相成申候ガ, 御用部殊ニ海軍ノ利益多カリシ為メニ相当




候, 羊毛屋トシテノ立場ハ維持サル丶次第ニ御座候, 喜居申候｣(46) と報告さ
れた｡
第 30回 (1931年上半期)
第 30回の東京・大阪両店の雑益と利子収入を加えた純利益は 13万 6,602
円 99銭であり, 第 29回よりも約 1万 7,000円増加した｡ 第 30回は雑益が
8,644円 94銭, 利子収入が 1万 433円 87銭と高かったのが, 最終的な純利
益の増加につながった｡ 雑益と利子収入を加える前の利益は 11万 7,524円
68銭であり, 第 29回を下回っていた｡
各部合計 (第 18表) をみると, 官庁部が 8万 3,400円 33銭 (71.0％), 柔
物部が 4万 2,570円 36銭 (36.2％) である半面, 堅物部は 8,446円 1銭の欠
損を生じた｡ 官庁部は陸海軍 (東京) の売上利益が減少したために, 陸海軍
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だけで約 2万円の減少となった｡ 柔物部は羊毛の売上利益が東京 3万 3,365
円 62銭, 大阪 4万 7,472円 74銭となり, 特に大阪の羊毛売上が多くなった｡
営業費を引いた利益では 3万 6,241円 65銭となり, 羊毛だけで両店の利益
の 30.8％を占めるにいたった｡ 一方, 堅物部は用品を除くすべての係で欠損




第 18表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 30回：1931年上半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部










































合 計 117,524.68 (100.0) 117,524.68 (100.0)
(注) ｢To Sydney, London, New York宛第三拾回東京大阪合併決算｣ (1931. 9. 27), 『本
部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 8,644円 94銭, 利子収入は 10,433円 87銭であり, 11万 7,524円 68





第 31回の東京・大阪両店の純利益は 16万 3,582円 82銭であり, 第 30回
よりも約 1万 7,000円増加した｡ 第 31回の雑益は 6,132円 71銭, 利子支払
いは 5,908円 96銭であり, 利子支払いが増加した｡ 雑益と利子支払いを加
除する前の各部合計 (第 19表) は 16万 3,359円 7銭であり, うち官庁部は
12万 9,150円 51銭 (79.1％), 柔物部 2万 5,144円 85銭 (15.4％), 堅物部
9,063円 91銭 (5.5％) であった｡
官庁部は第 30 回より利益が約 4 万 5,000 円増加したが, とくに陸海軍
(東京) の売上利益が 15万 739円 74銭に激増し, 営業費を差し引いた利益
は陸海軍 (東京) だけで約 12万円となった｡ 陸海軍の利益が増加したのは,
東京本店本部によれば ｢事件ノ為メ何分注文ノ増加セルト前期利益ノ今期ニ
繰越サレタモノアル為メニ候｣(48) と報告され, 1931年 9月の満州事変によっ
て軍事需要が拡大したことが一因となっていた｡
柔物部についていえば, 羊毛の売上利益が大幅に減少したことから, 羊毛
の利益も第 30回より減少して 1万 5,869円 62銭となった｡ また, 毛糸も
1,446円 69銭の利益が出た｡ 一方, 堅物部は第 30回の欠損から一転して
9,063円 91円の利益となった｡ とくに薬品は 7,120円 76銭, 用品は 6,498円
15銭の利益が出ていたが, これについて ｢今期ハ大体利益平均セリ前期ハ
欠損ニナリシモ毛糸, 薬品ガ今期ニ利益トナリシノミナラズ用品ハ前期ヨリ
成績好カリシ, 是レハ千住製絨所特製ノ Roller Clothガ大分利益アル為メ
ニ候｣(49) と報告された｡ なお, 第 31回の神戸店は成績が振るわず, 70円の
利益を出したに過ぎなかった(50)｡
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第 32回 (1932年上半期)
第 32回の東京・大阪両店の雑益, 利子収入を加えた純利益は 17万 5,430
円 75銭であり, 第 31回よりも約 1万 1,000円の増加をみた｡ 第 32回の雑
益, 利子収入を加える前の各部合計 (第 20表) は 15万 9,477円 31銭であっ
た｡ 各部門をみると, 官庁部は 11万 5,487円 77銭 (72.4％), 柔物部は 3万
2,636円 29銭 (20.5％), 堅物部は 1万 1,353円 25銭 (7.1％) であり, 第 31
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 19表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 31回：1931年下半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部








































合 計 163,359.07 (100.0) 163,359.07 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York宛第三十一回東京大阪合併決算｣ (1932. 4. 15),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 6,132円 71銭, 支払利子は 5,908円 96銭であり, この差引は 223円




大阪両店の営業費を差し引いても 10万 4,147円 49銭の利益で各係の 65.3％
を占め, 東京店だけでも 12万 5,648円 49銭の売上利益を上げていた｡ シド
ニー出張所の岡島芳太郎に宛てた景況の中でも ｢土木起工, 軍事品注文等ニ
テ随分景気モ直リ殊ニ軍事品ノ製作所ハ日夜売行ノ盛況｣(51) を来していると
報告された｡ なお, 1931年下半期 (第 31回) でも陸海軍は 12万 2,228円 16
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第 20表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 32回：1932年上半期)
(単位：円)
各 部 各係別 店別 売上利益 負担営業費 各係小計 (ab) 各部合計 (％)
官庁部



































薬 品 東京 8,087.89 4,417.33 3,670.54 ( 2.3)
雑 貨 大阪 914.76 850.00 64.76 ( －)
合 計 159,447.31 (100.0) 159,477.31 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York 宛第丗二回東京大阪合併決算｣ (1932. 11. 15),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 9,844円 47銭, 利子収入は 6,108円 97銭であり, 15万 9,477円 31銭
に雑益, 利子収入を加えた純利益は 17万 5,430円 75銭であった｡
銭の利益をあげており陸海軍は依然として好調であった(52)｡
羊毛は 2万 1,453円 58銭で各係の 13.5％を占めていた｡ 売上利益は東京


























例しなかった｡ また, 内地部と代弁業については, 特殊商品の取扱数量が増
加して好調であった｡
第 33回 (1932年下半期)
第 33回の東京・大阪両店の雑益, 利子支払いを加除した純利益は 16万
7,290円 94銭であり, 第 32回よりも約 8,000円減少した｡ 第 33回は利子支
払いが 1万 1,264円 40銭に上ったためで, 雑益, 利子支払を加除する前の
各部合計 (第 21表) は 16万 8,133円 73銭であり, この金額は第 32回を上
回った｡ 各部をみると, 官庁部は 9万 2,148円 76銭 (54.8％), 柔物部は 4
万 1,010円 28銭 (24.4％), 堅物部は 3万 4,974円 69銭 (20.8％) であり,
第 32回との利益比較では官庁部が減少し, 柔物部と堅物部が増加した｡ と
くに堅物部が第 32回より約 2万 3,000円増加したのは注目できる｡
この回は官庁部が利益の 54.8％まで低下し, 柔物部と堅物部が構成比を上
昇させた｡ 官庁部では陸海軍 (東京) が依然として利益の大半を占めていた｡
柔物部では羊毛が東京・大阪両店で約 7万 3,000円の売上利益をあげたもの
の営業費も約 5万 9,000円に上ったため, 利益は 1万 4,275円 3銭となった｡
一方, 第 33回から名古屋が独立したため, 毛糸に名古屋が加えられた｡ 名
古屋の毛糸は 2万 9,365円 83銭の売上利益をあげ, 利益も 1万 7,621円 81
銭で東京, 大阪を大きく上回った｡ また, 堅物部は金物と薬品が大きく売り
上げを伸ばした｡ とくに, 金物は軍事需要を背景として東京および大阪で約
3万 7,000円を売り上げ, 営業費を差し引いても 1万 2,893円 62銭の利益が
でた｡
第 33回の経営状況は全体的に順調であり, ｢毛糸ハ大阪一万円, 名古屋三
万円, 東京一万五千円ヲ次期ヘ繰越シ, 羊毛ハ東京ニテ二万円, 大阪一万四
千円, 合計三万四千円ヲ繰越シ, 金物ハ東京三万円, 大阪壱万円, 合計四万
円ヲ繰越シタル如キ盛況ニ御座候, 大体毛糸ト金物ト非常ニ利益ガ多カリシ
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次第羊毛ハ大体例年ト同様ニ候｣(57) と報告され, 毛糸, 羊毛, 金物では次期
への繰り越しが多くなされた｡ なお, 第 33回の配当は 10％であった｡
第 34回 (1933年上半期)
第 34回の各部門別決算 (第 22表) をみると, 各部合計は 15万 9,279円 96
戦前期日豪羊毛貿易における諸問題
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第 21表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 33回：1932年下半期)
(単位：円)




鉄 道 東京 14,502.30 8,485.61 6,016.69 ( 3.6) 6,016.69 ( 3.6)
陸海軍
東京 108,392.51 30,063.65 78,328.86 ( 46.6)
86,132.07 ( 51.2)
92,148.76 ( 54.8)





東京 20,962.13 16,264.88 4,697.25 ( 2.8)
14,275.03 ( 8.5)
41,010.28 ( 24.4)
大阪 52,167.35 42,589.57 9,577.78 ( 5.7)
毛 糸
東京 11,011.23 11,744.70 ▲ 733.47 (－0.4)
大阪 9,988.31 8,618.14 1,370.17 ( 0.8) 18,258.51 ( 10.9)
名古屋 29,365.83 11,744.02 17,621.81 ( 10.5)
毛織物
東京 8,252.45 7,489.25 763.20 ( 0.5)
3,570.51 ( 2.1)
大阪 6,406.05 3,598.74 2,807.31 ( 1.7)





東京 9,716.88 8,820.28 896.60 ( 0.5)
2,521.77 ( 1.5)
34,974.69 ( 20.8)
大阪 3,025.17 1,400.00 1,625.17 ( 1.0)
用 品
東京 7,128.57 3,233.38 3,895.19 ( 2.3)
5,755.30 ( 3.4)
大阪 10,338.50 8,478.39 1,590.11 ( 1.1)
金 物
東京 17,368.73 11,527.60 5,841.13 ( 3.5)
12,893.62 ( 7.7)
大阪 20,329.10 13,276.61 7,052.49 ( 4.2)
薬 品 東京 15,894.75 5,521.17 10,373.58 ( 6.2) 10,373.58 ( 6.2)
雑 貨
東京 4,677.54 2074.94 2,602.60 ( 2.1)
3,430.42 ( 1.8)
大阪 1,327.82 500.0 827.82 ( 0.5)
合 計 168,133.73 (100.0) 168,133.73 (100.0) 168,133.73 (100.0)
(注) ｢To London, Sydney, New York宛第丗三回決算｣ (1933. 4. 17), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 1万 421円 61銭, 利子支払いは 1万 1,264円 40銭であり, 各部合計
に雑益を加え, 利子支払いを除いた純利益は 16万 7,290円 94銭であった｡
 織物雑貨 (東京) の負担営業費は原史料では 6,236円 83銭だが, 明らかな誤りのた
め 5,708円 42銭を掲載した｡
銭であり, 官庁部が 7万 2,906円 49銭 (45.8％), 柔物部 5万 5,525円 5銭
(34.9％), 堅物部 3万 848円 (19.4％) であった｡ 第 34回は官庁部の比率が
低下している一方で, 柔物部の比率が上昇した｡ なお, 雑益と利子支払いを
加除した純利益は 16万 2,542円 72銭であり, 第 33回よりも約 4,700円減少
した｡
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第 22表 高島屋飯田株式会社各部門別決算 (第 34回：1933年上半期)
(単位：円)




鉄 道 東京 15,527.73 10,162.90 5,364.83 ( 3.4) 5,364.83 ( 3.4)
72,906.49 ( 45.8)
陸 海 軍
東京 85,710.39 28,242.24 57,468.15 ( 36.1)
67,541.66 ( 42.4)





東京 22,935.04 21,604.95 1,330.09 ( 0.8)
17,098.73 ( 10.7)
55,525.05 ( 34.9)
大阪 81,160.79 65,392.15 15,768.64 ( 9.9)
毛 糸
東京 20,399.75 11,299.34 9,100.41 ( 5.7)
29,944.49 ( 18.8)大阪 14,245.82 10,981.21 3,264.61 ( 2.0)
名古屋 29,892.42 12,312.95 17,579.47 ( 11.0)
毛 織 物
東京 13,730.07 7,535.90 6,194.17 ( 3.9)
7,809.13 ( 4.9)
大阪 6,463.27 4,810.41 1,614.86 ( 1.0)
織物雑貨 東京 5,737.71 5,148.79 588.92 ( 0.4) 588.92 ( 0.4)





東京 17,600.00 10,768.29 6,831.71 ( 4.3)
8,579.84 ( 5.4)
30,848 ( 19.4)
大阪 3,548.13 1,800.00 1,748.13 ( 1.1)
用 品
東京 10,688.95 3,485.71 7,203.24 ( 4.5)
8,324.42 ( 5.2)
大阪 11,709.60 10,588.42 1,121.18 ( 0.7)
金 物
東京 17,993.02 13,683.31 4,309.71 ( 2.7)
6,508.10 ( 4.1)
大阪 15,426.25 13,227.86 2,198.39 ( 1.4)
薬 品 東京 9,355.62 6,303.96 3,051.66 ( 1.9) 3,051.66 ( 1.9)
雑 貨
東京 4,420.93 2,190.39 2,230.54 ( 1.4)
4,384.40 ( 2.8)
大阪 3,653.86 1,500.00 2,153.86 ( 1.4)
合 計 159,279.96 (100.0)159,279.96 (100.0)159,279.96 (100.0)
(注) ｢To Sydney, Melbourne, London宛第丗四期三店合計決算｣ (1933. 10. 13), 『本部来
信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37により作成｡
 この期の雑益は 6,319円 71銭, 利子支払いは 3,056円 95銭であり, 各部合計に雑益
を加え, さらに利子支払いを除去した純利益は 16万 2,542円 72銭であった｡
 合計の一致しないところもあるが, 原史料のまま掲載した｡
各部門をみると, 官庁部の陸海軍では東京が 5万 7,468円 15銭, 大阪が 1
万 73円 51銭の利益をあげていた｡ また, 柔物部の羊毛では東京が 1,330円







出来ル丈繰越シ居ル次第ニ候｣(59) と報告されている｡ なお, 羊毛は大阪で約





また, 毛糸は名古屋が 2万 9,892円 42銭の売上利益を出し, 利益でも 1
万 7,579円 47銭に達していた｡ 堅物部では金物と薬品が第 33回よりも利益





高島屋飯田は 192930羊毛年度に 3万 4,292俵の豪州羊毛を輸入していた｡




ことが分かる｡ 同社は 192930羊毛年度から 193435羊毛年度までに豪州羊
毛輸入量を約 3.4倍に伸ばしていた｡ 193435羊毛年度の豪州羊毛買付量は
11 万 7,571 俵であり, このうち日本毛織は神戸と名古屋を合わせて 5 万
5,967俵で 47.6％を占めた｡ このように, 高島屋飯田が買付依頼を受けた羊
毛工業会社は主として日本毛織であり, 各年とも同社買付量の 50％近くに
達し, とくに神戸での陸揚げが多かったといえる｡ また, 日本毛織社長 (川
西清兵衛) の川西系といわれる共立モスリン, 昭和毛糸とも関連が深く, 共
立モスリン (横浜) からは 193031羊毛年度以降に買付依頼が増加し, 1934
35羊毛年度には 2万 2,710俵で 19.3％を占めた｡ さらに, 昭和毛糸 (名古屋)
からの買付依頼も多く, 193435羊毛年度には 9,095俵であった｡ これは,
日本毛織 (名古屋) についで 4番目の買付量であった｡ 一方, 新興毛織社長
(河崎助太郎) の河崎系といわれる羊毛工業会社からも買付依頼を受けてお
り, 193031羊毛年度から新興毛織 (大阪), 193334羊毛年度から東洋毛糸
(横浜) の買付量が増加し始めているのも特徴といえる (第 23表)｡
このように, 高島屋飯田は日本毛織, 共立モスリン, 昭和毛糸, 新興毛織,
東洋毛糸などからの羊毛買付依頼をうけて, 1930年代に活発な羊毛買付活
動を展開した｡ 193435羊毛年度には日本毛織, 共立モスリン, 昭和毛糸の
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羊毛工業会社 (陸揚げ地) 192930 193031 193132 193233 193334 193435
日本毛織 (神 戸) 11,885 21,914 28,272 
42,421
27,306 43,306
〃 (名古屋) 5,527 13,695 10,174 11,430 12,661
昭和毛糸 (名古屋) 3,143 3,958 11,950 6,092 3,436 9,059
共立モスリン (横浜) 2,195 8,150 12,867 18,005 14,964 22,710
伊丹製絨所 (大阪) 497
東洋モスリン (横 浜) 4,876 1,534 3,454 3,255 3,545
〃 (四日市) 239
中央毛糸 (横浜) 1,439 1,361
宮川モスリン (横浜) 1,209
新興毛織 (大 阪) 494 3,536 6,792 6,781 7,432
〃 (四日市) 15
日本毛糸 (名古屋) 691 2,149 2,043 3,194 3,844 2,549
共同毛織 (名古屋) 493 151 1,337 1,249 1,189 521
東洋毛糸 (横 浜) 22 1,494 5,323 5,377
東海毛糸 (横 浜) 95 541
帝国毛糸 (名古屋) 1,468
千住製絨所 (横浜) 112 898 498 116
栗原紡織 (横浜) 139
東洋紡 (名古屋) 48 149
その他 (大 阪) 759 379 932
〃 (四日市) 789
〃 (名古屋) 68 1,484
〃 (横 浜) 1,734 1,094 3,252
その他 (陸揚げ地不明) 1,592 4,658 776
合 計 34,292 60,665 79,948 79,286 79,159 117,571
(注) “Statistics for Australian Imported by Japanese Importers & Its Distribution
(19291930, 19301931, 19311932, 19331934, 19341935, 1935 Season)” (NAA: SP
1098/16 Box 6) により作成｡
 19321933は資料散逸のため, “Wool Imported Oct. 1932Aug. 1933” の数値を掲載
した｡ 1932. 10から 1933. 9迄の合計は 86,717俵｡
 19321933 以外の年は, 10月から 9月までの輸入量を示している｡
テ如何ナリシカ






高島屋飯田では外国人バイヤーを排除して 1927 (昭和 2) 年 9月から岡島
芳太郎を中心としたシドニー出張所の運営を開始した｡ また, 日本毛織から
のクレーム問題の原因を究明するためにシドニー出張所からの意見を求め,
その結果, ｢日本毛織ノ claimニ付テハ貴方ノ事情モ分リ申候ニ, yieldノ
claimニ対テハ他ノ家ニモ同時ニ起リタル為メ日本毛織モ慎重ニ研究中ト見
エ其他 claimモ具体化セザル様ニ候, 此等ハ何レモ岡島君帰朝ノ上十分研
究可致事ニ候｣(64) ということになった｡ 前述のように, 岡島は 1928年 5月
に加来とともに一時帰国し, 買付羊毛の歩留問題などを中心に今後の羊毛取
引について検討を行った｡ その結果, 第 26回決算では ｢claimモ甚シキモ
ノ無之候｣(65) と報告されるまでに至った｡
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る｡ 1930年 9月 2日には 1929羊毛年度の高島屋飯田の羊毛買付けについて,
｢他ノ Buyerハ買ウニモ拘ラズ Iidaハ買エヌデ注文ノ Cancelサレタモノ少
カラズ, 時々ハ Iidaノ Slow Buyingニ付テ日毛ヨリモ八ケ間敷申サレタル







ニアラザルコトト考エラレ候｣(67) と記され, 岡島の羊毛買付が遅いこと, 歩
留率を慎重に見積もりがちなために大量の買付ができないなどの不満が述べ
られていた｡ 千住製絨所の技師の話によれば, ｢岡島氏ノ yieldト自分ノ見




住ノ注文殊ニ入札ノ如キ取レル見込ナカルベク, 又千住ノ Testシタ Blue
Printノ表ニヨルモ随分 over yieldシテ居ル如キ事実ヲ見ルト今少シ yield
ヲ forceシテモ差支ナイデハナイカ, 又東洋モスノ如キモ貴方ヨリハ 2％位
forceシタト申越サレタモノデモ日本デハ尚 1％位ハ Overスル例モアリ,
是等ヲ綜合スルト貴方ノ見方ハ安全ニハ違ヒナイガ日本ノ実情ニ調スレバ尚
幾分 forceシテモ好ノデハナイカト考エラレ候, 是レハ非常ニ Delicateナ
コトデ一概ニハ申サレヌコトデ貴方ノ見方ガ間違ツテ居ルトモ申サレヌガ余
リ Safe Sideニ傾キ過ギルコトハ商売ヲ縮メルコトニナリ可申｣ と述べ, 歩
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東京本店本部では ｢他社ハ小数ナガラ Sydneyデ買入レ居ルニ Iida丈ガ買
エヌノハ何故ナルヤ, Splittingモ出来ル筈ナルニ一俵モ買エヌトハ如何ナ
ル次第カ不審ニ存候｣(76) と疑問視していた｡ また, 1930年 10月 24日の書簡



















ところで, 日本毛織の特別注文には ｢今回ノ分ハ Claimヲセヌト云フ特
別ノ条件｣(81) がつけられていた｡ 前述したように, 高島屋飯田の羊毛買付は
歩留鑑定に問題をもっており, ｢他ノ同業者ノ quotationハ常ニ 23％ハ安







1931年 5月 8日に東京本店からシドニー出張所に送られた書簡では ｢本
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年ハ既ニ買入五万俵ヲ突破致候コト誠ニ結構ナコト｣(83) と記されているよう
に, 193031羊毛年度から高島屋飯田の羊毛買付は急激に増加した｡ この要
因としては, ｢日毛ガ Special Privilegeヲ呉レタコトナルベシ, 即チ吾々ノ
Standardヲ一段下ゲテ買ツタカラデ是レナシデハ矢張リ昨年位ノコトヨリ









ノ Standardデアルマイカト考エラル丶次第ニ候, 夫レハ従来飯田ノ quo-
tationハ常ニ他ノ同業者ヨリハ高ク又同ジ Limitデ注文ヲ貰ツテ常ニ買入
ガ同業者ヨリ遅レル所ニヨリテモ分ルコトニ候｣(85) と報告され, 従来, 高島
屋飯田の日本毛織からの買入標準は同業者よりも高く, 今回の標準と従来の
標準との間ぐらいが同業者の標準ではないかと考えるようになったようであ
る｡ しかし, この特別な買入標準は, ｢日毛ノ Testingデ如何ナル成績トナ
ルヤヲ見テ其成績ノ具合ニヨリテ今後ノ買入レニ手加減ヲ為ス見当ノ附クコ
トトナリ｣(86) と考え, 日本毛織の塚脇氏に面談して相談すると ｢今後ノ買入
標準ニ手加減スルニハ絶好ノ機会ナルベシトノコトニ候｣(87) との返事をもらっ
たようであり, 岡島および村瀬の両氏にはこの状況を知らしめて次の間シー

























ヲ早クスレバ夫レ丈増加スル筈ニ候, 夫レニハ Claimノ Riskモ多クナルコ
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高島屋飯田の史料によれば(94), 日本の豪州向人絹布輸出総額は, 1934 (昭
和 9) 年 1,693万 6,000円, 1935年 2,230万 6,000円であった｡ このうち, 高
島屋飯田の豪州向人絹布輸出額は 1934 年 604 万 9,000 円, 1935 年 631 万
9,000円であり, 日本の豪州向人絹布輸出総額の 35.7％ (1934年), 24.3％
(1935年) を占めていた｡ このように, 日本の豪州向人絹布輸出総額のなか
で高島屋飯田の輸出額は四分の一から三分の一を占めており, 高島屋飯田に
とって豪州貿易は, 輸入の羊毛ばかりでなく人絹布の輸出も重要であった｡
1936 (昭和 11) 年は高島屋飯田の創立二十周年にあたっていたが, 同社を
取り巻く日本および世界の政治経済的状況は厳しく, 国内的には, 二・二六
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議致シ, 三, 四, 五月積出シノ新規注文ヲ引受ヌコト, 三, 四, 五月中ハ既
約 Indentノ外見込ニテ出荷セヌコト, 40”巾ノモノニ対シ 05 (後ニ七銭ニ
改正) 40”以上￥10ノ輸出統制料ヲ課スルコト, 而シテ輸出統制料ハ三月二
十三日現在ノ注文品ニハ除外スルコトニ決シ申候, 以上ノ内三, 四, 五月積
ノ新規注文ヲ取ラヌコトトイフ条件ハ聊不徹底ニテ寧ロ当分注文ヲ取ラヌト































ところで, 1936年 5月, 豪州政府は貿易転換政策にもとづく関税改正を






後の対応についてシドニーの各商社出張所にも伝達された｡ さらに, 5月 29
日には日本羊毛輸入同業会本部からシドニー支部当番幹事の日本綿花株式会
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いえる年であったが, 高島屋飯田の 1936年上半期の 『第四拾回営業報告






方, 輸出部は ｢本邦輸出品ハ海外諸方面ヨリ抑圧ヲ蒙ルコト益甚シク, 濠洲
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績ヲ持続セリ｣ と述べられた｡ 輸出に関しては, とくに綿布や人絹布などの
輸出品が豪州政府の高関税導入の影響を受けており, 新販路の開拓を模索し
ている様子がうかがえる｡ しかし, こうした状況下でも, 高島屋飯田はこの





























ヲ Assistantスルコトガ便宜ニ候間, 貴方ノ案ノ如ク Turner即チ Sampler
ヲ夫レニ向ケル方針ニテ御進行被下度候, 夫レガ為メニ自然外人一人ヲ増ス
コトモ不得巳ト存申候, 即チ Sydneyハ貴下ト Pearce二人, Melbourneハ
村瀬, 玉井, 外ニ大久保ヲ予備トシ将来ノ為メニ Innerヲモ予備ト為シ置ク
コトニ致度候｣(118) と述べられており, サンプラーをバイヤーに養成すること
も考えていたようである｡ 1933年 7月 7日のシドニー出張所宛書簡では,
｢Sydneyノ Turnerヲ Samplerヨリ徐々ニ Buyerニ養成スルコトハ結構
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アルゼンチンは 1931年 10月以降為替管理を実施したため(122), 高島屋飯田














合フコトニナリ申候, 夫故此頃ハ 5％位ハ Cost ヲ下ゲテ日本ヘ輸入品ヲ






候｣(124) と報告した｡ すなわち, 高島屋飯田ではアルゼンチンに人絹布, 綿布




コトヲ見テハドウカト存候, 当方ノ考ハ玉井君ハ五月中ニ帰朝故六, 七, 両
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 輸出に関わる諸問題
1934年 9月, 高島屋飯田では輸出品の保険に関して保険会社との問題が







シー, ニヨリ coverサレル事ト相成候, 然ル処ソノ保険会社ノ当地代理店ガ
変更サレソノ事務引継ギガ生憎廿二日ト相成居ソレ迄ノ代理店Whymark
ハ廿日夜我々ヨリ保険ヲ申込ミタルニ不拘, 廿一日保険証券ノ発行ヲ請求シ
















お, 神戸支店では 1935年 12月の豪州両出張所宛の書簡の中で, ｢今回輸出








一方, 1935 年から 1936 年にかけて, 高島屋飯田では輸出に関してW.
Swinton事件が発生していた｡ 高島屋飯田の神戸支店は 1936年 8月 24日
の豪州両出張所宛書簡のなかで, ｢第四十期決算モ間近ト相成候, 今期間輸
出部ノ最モ大ナル問題ハW. Swintonト濠洲関税問題ニ有之, W. Swinton
ニ付テハ最善ノ解決方法ニ付相交渉ヲ願居リ此上共ニ出来ルタケ損失ノ少ク
相成ル様御尽力願上候｣(137) と報告した｡ 高島屋飯田では, W. Swintonへ綿
シャツなどを輸出していたが, その支払いが滞っていた｡ その合計額は
1935年 12月から 1936年 5月までに 1万 1,894ポンド余あることが判明し
た(139)｡ 繊維品の輸出は神戸支店が担当しており, 神戸支店は困難な問題に






候｣(139) と報告され, この時期にW. Swinton問題に関連して神戸支店が貸
倒金 5,314ポンド余を償却したことが報告されている｡ このように, 日豪通
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なった｡ また, 日本毛織からみれば, 高島屋飯田は鑑定技術の問題はあった
が, 兼松商店, 三井物産に比して羊毛買付量の少なかった高島屋飯田と関係
強化を図ることは羊毛買付量の増大につながっていたといえよう｡






























( 1 ) 拙稿 ｢1930年代における高島屋飯田株式会社の経営と日豪貿易｣ (金子光男
編 『ウエスタン・インパクト』, 東京堂出版, 2011年 12月所収)｡
( 2 ) 拙稿 ｢高島屋飯田株式会社の豪州羊毛買付 1920年代から 1930年代に至
る豪州羊毛市場の競売室席順の考察を中心に ｣ (『政経論叢』 第 80巻第 1・
2号, 2012年 1月)｡
( 3 ) 高島屋飯田の決算期は, 上半期が 3月から 8月, 下半期が 9月から 2月であっ
た｡
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《注》
( 4 ) 『貳拾周年記念高島屋飯田株式会社』 (高島屋飯田株式会社, 1936年 12月),
134頁｡
( 5 ) ｢大阪店・喜多村よりシドニー岡島宛書簡｣ (1927. 9. 1), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
( 6 ) 同上｡
( 7 ) 同上｡
( 8 ) ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1927. 9. 6), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
( 9 ) ｢本部第廿八信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡 (昭和
2年 8月 17日)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(10) 前掲 ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1927. 9. 6), 『本部来信其
ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(11) 同上｡
(12) ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1927. 9. 7), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(13) 同上｡
(14) 同上｡
(15) 高島屋飯田では 1891 (明治 24) 年の頃から海軍当局の求めに応じて絨毯
(敷物用パイル織物) の生産を専属工場で行わしめていた｡ また, 腰掛張用パ
イル織物 (モケット) についても, 日清戦争後から鉄道局からの依頼で銅製品
の国産製造の研究に取り組んでいた｡ これらの製品の製造は, 1913 (大正 2)
年 12月に高島屋飯田が住江織物合資会社 (資本金 4万 5,000円) を設立して
継承し, 1917 (大正 6) 年には資本金を 25 万円に増資した｡ さらに, 1930
(昭和 5) 年には資本金 50万円の株式会社に組織変更し, 資本金は 1935 (昭和
10) 年 3月に 60万円, 1936年 8月に 100万円に増資された｡ 住江織物株式会
社では汽車・電車・自動車方面に付随した織物製造から船舶方面の織物類, 航
空機用織物製造等を行った｡ また, 1935年 4月の株式会社改組の際には, 住
江織物株式会社の取締役に飯田新七, 飯田藤二郎, 小野傳治郎, 監査役に後藤
忠治郎が就任した (前掲 『貳拾周年記念高島屋飯田株式会社』, 234, 253266
頁)｡
(16) ｢本部第廿九信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡 (昭和
2年 9月 30日認)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(17) ｢本部第丗信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡 (昭和 2
年 10月 27日認)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(18) 前掲 ｢本部第廿八信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡
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(昭和 2年 8月 17日認)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
株式会社』, 193頁)｡
(20) 前掲 ｢本部第丗信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡 (昭
和 2年 10月 27日認)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(21) ｢本部第参拾壱信, 東京本店本部竹田より濠洲出張所岡島芳太郎宛書簡 (昭
和 2年 11月 16日認)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(22) 前掲 『貳拾周年記念高島屋飯田株式会社』, 229頁｡
(23) メルボルン出張所の名称は T. Iida であり, 1928 年 2 月 18 日から 6TH
FLOOR, SELBY HOUSE, 318324 FLINDERS LANE, MELBOURNE に移
転した (｢メルボルン出張所の移転案内｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/
16 Box 37)｡
(24) ｢第弐拾五回定時株主総会議事録 (昭和 4年 4月 20日)｣, 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(25) ｢東京大阪合併決算表 (第 25回決算)｣ (1929. 3. 27), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(26) 前掲 ｢第弐拾五回定時株主総会議事録 (昭和 4年 4月 20日)｣｡
(27) ｢シドニー, ニューヨーク, ロンドン出張所宛書簡｣ (1929. 10. 26), 『本部来





(32) ｢ロンドン, ニューヨーク, シドニー, メルボルン出張所宛書簡｣ (1930. 4. 1),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(33) 同上｡
(34) 同上｡
(35) ｢ロンドン, ニューヨーク, シドニー出張所宛書簡｣ (1930. 10. 13), 『本部来
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(43) ｢東京本店本部よりよりシドニー, ロンドン, ニューヨーク出張所宛書簡｣




(47) ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1931. 9. 27), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(48) ｢東京本店本部よりシドニー, メルボルン, ロンドン出張所宛書簡｣ (1932. 4.
15), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(49) 同上｡
(50) 同上｡
(51) ｢本部第四十三信, 岡島芳太郎宛書簡 (昭和 7年 11月 8日)｣, 『本部来信其
ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(52) ｢ロンドン, ニューヨーク, シドニー出張所宛第丗一回決算・書簡｣ (1932. 4.
15), 『本部来信其ノ他』, 2頁, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(53) ｢ロンドン, ニューヨーク, シドニー出張所宛第丗二回決算・書簡｣ (1932.
11. 15), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(54) 同上｡
(55) 同上｡
(56) 高島屋飯田株式会社 『第参拾貮回営業報告書』 昭和七年上半期 (自昭和七年
三月一日至昭和七年八月参拾壱日), 24頁, NAA: SP 1098/16 Box 7｡
(57) ｢東京本店本部よりよりシドニー, メルボルン, ロンドン出張所宛第丗三回
決算・書簡｣ (1933. 4. 17), 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(58) ｢東京本店本部よりよりシドニー, メルボルン, ロンドン出張所宛第丗四回




(62) 前掲 ｢1930年代の豪州における日本商社の羊毛買付｣, 3335頁｡ なお, 川
西系と河崎系に関しては, 白木沢旭児 『大恐慌期日本の通商問題』 (御茶の水
書房, 1999年 2月), 108113頁を参照｡
(63) 前掲 ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1927. 9. 6), 『本部来信其
ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
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(64) ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1928. 1. 24), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(65) 前掲 ｢シドニー, ニューヨーク, ロンドン出張所宛書簡｣ (1929. 10. 26),
『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(66) 井島重保 『羊毛の研究と本邦羊毛工業』 (光弘堂, 1929年 10月), 343350
頁｡
(67) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1930. 9. 2), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(68) 同上｡
(69) 同上｡
(70) 前掲 『羊毛の研究と本邦羊毛工業』, 346347頁｡
(71) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1930. 9. 19), 『本部来信其ノ他』,








研究された｡ この結果, 毛肉兼用種の Comebackができた (前掲 『羊毛事典』,
6768頁)｡
(76) 前掲 ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1930. 9. 19)｡
(77) Crossbred (XBD) とは二種類またはそれ以上の羊種の血が混入した羊を言
うが, 国によって使い方が異なる｡ 豪州では大別してMerino以外を XBDと
しており, 例外として Down and Shropshire, Lincoln, Comeback (Oddment
端物に限り) の分類が AGAタイプ (Australian Government Appraisement
Type) に入れられている (前掲 『羊毛事典』, 78頁)｡
(78) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1930. 10. 24), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(79) 同上｡
(80) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1931. 3. 18), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(81) 同上｡
(82) 同上｡
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(83) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1931. 5. 8), 『本部来信其ノ他』,








(91) ｢東京本店本部より岡島芳太郎・村瀬宛書簡｣ (1932. 11. 15), 『本部来信其ノ
他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(92) 同上｡
(93) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 4. 22), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(94) ｢日本輸出人絹布ニ関スル諸統計｣, NAA: SP 1098/16 Box 9｡
(95) ｢東京本店本部より倫敦店, シドニー・メルボルン, 南米出張所宛書簡 (昭
和 11年 2月 29日)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(96) ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 3. 19), “Letters between







() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 3. 28), “Letters between
Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
() 同上｡
() ｢日本羊毛輸入同業会関東部よりシドニー支部当番幹事日本綿花株式会社シ
ドニー出張所宛電文 (昭和 11年 5月 27日)｣, NAA: SP 1098/16 Box 9｡
() ｢日本羊毛輸入同業会本部よりシドニー支部当番幹事日本綿花株式会社シド
ニー出張所宛電文 (昭和 11年 5月 29日)｣, NAA: SP 1098/16 Box 9｡
() 日豪通商交渉および対豪通商擁護法に関しては, 拙稿 ｢豪州保護関税政策と
日豪貿易(1)(2) 1936年豪州貿易転換政策をめぐって ｣ (『政経論叢』 第




() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 7. 15), “Letters between





() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 8. 24), “Letters between
Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
() 同上｡
() 高島屋飯田株式会社 『第四拾回営業報告書』, 35頁, NAA: 1098/16 Box 7｡
(	) ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1934. 2. 13), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
(
) ｢東京本店本部よりシドニー岡島芳太郎, メルボルン村瀬良平宛書簡 (昭和
10年 2月 25日)｣, 『本部来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1933. 4. 24), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1933. 7. 7), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー出張所岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 12. 8), 『本部
来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー・メルボルン支店宛書簡｣ (1933. 12. 20), 『本部
来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() 『昭和十二年版各国通商の動向と日本』 (日本国際協会, 1937年 12月), 316
324頁｡
() ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1933. 4. 17), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー出張所宛書簡｣ (1933. 4. 24), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() 同上｡
() ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 6. 1), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() 同上｡
() ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 7. 7), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
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() ｢神戸支店西山より岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 7. 10), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() 同上｡
() ｢東京本店本部より岡島芳太郎宛書簡｣ (1933. 8. 22), 『本部来信其ノ他』,
NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢東京本店本部よりシドニー・メルボルン支店宛書簡｣ (1933. 12. 20), 『本部
来信其ノ他』, NAA: SP 1098/16 Box 37｡
() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1935. 5. 29), “Letters between
Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 9. 30), “Letters between
Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
() ｢神戸支店蔭山よりシドニー出張所宛書簡 (昭和 9年 9月 25日)｣, “Letters
between Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1935. 12. 1), “Letters between
Japan and Melbourne” NAA: SP 1098/16 Box 15｡
(	) ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 8. 24), “Letters between
Japan and Melbourne” NAA: SP 1098/16 Box 15｡
(
) ｢スイントン事件補助記録｣, NAA: SP 1098/16 Box 25｡
() ｢神戸支店西山より濠洲両出張所宛書簡｣ (1936. 9. 30), “Letters between
Japan and Melbourne”, NAA: SP 1098/16 Box 15｡
(付記) 引用史料については原則として常用漢字に改め, 史料読解のために適宜区
点, 読点などを付した｡ なお, 地名, 固有名詞, 専門用語については, 例外
として旧字としたところもある｡ また, 年号は原則として西暦に改めたが,
書簡で元号を使用しているものはそのままとし, 文書名のなかに元号の年月
日を入れた｡
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